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研究成果の概要（和文）：本研究を含む研究の全体構想は、コミュニケーションの基盤となる音
声言語の生物学的解明を目指すことであり、その端緒として本研究は口唇口蓋裂（CLP）をモデ
ルとして音声言語の生成、障害および可塑性のメカニズムを解明することを目的とした。研究
成果としては、１）構音運動の末梢性メカニズムを解析するための磁気共鳴画像法（MRI）を利
用した動画法を新たに開発した、２）構音障害を有する CLP 患者において、MRI 動画により末
梢構音器官運動を、機能的磁気共鳴画像法（functional MRI: fMRI） により脳賦活パタンを解
析し、その相関を見いだした、２）硬組織が描出できない MRI の弱点を克服し、動画に応用可
能な歯の描出法を開発した、３）構音器官としての舌の感覚情報の大脳皮質投射パタンが咀嚼
の習慣的な側性に依存することを見いだした、４）健常者における声門破裂音聴取時の聴覚連
合野賦活パタンは正常単語聴取時のそれと異なることを示した。 

 

研究成果の概要（英文）：The overall goal of this study was to elucidate the biological 
background of speech, and this study was aimed to investigate the mechanisms of 
generation, impairment and plasticity of speech in cleft lip and palate. Following results 
were obtained; 1) Magnetic resonance imaging (MRI) movie was newly developed to 
investigate the peripheral mechanism for articulation, 2) significant interactions between 
peripheral articulatory movement (obtained using MRI movie) and brain activation pattern 
(obtained using fMRI) were found, 3) the cortical activation pattern by tongue sensation 
was dependent on the side preference of mastication, 4) brain activation pattern in 
auditory association area for glottal-stop perception was different from normal articulation 
in healthy subjects.      
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1. 研究開始当初の背景 
音声は、言語情報や感情情報などを同時に伝
えることが可能な、基本的かつ効率的な情報
伝達手段である。ヒトの社会的生存に必須の
音声言語は、口唇、舌、顎、軟口蓋、咽喉頭、
声帯などの顎口腔系器官の巧妙な協調運動
により生成され、また、生命維持に必要な呼
気を利用することで他の身体活動（例えば労
働など）と同時に遂行可能なため、ヒト同士
のコミュニケーションを容易に成立させて
いる。日本における失語症や吃音などのコミ
ュニケーション障害を有する患者数は数十
万人といわれ、社会の情報化や高齢化、医療
の高度化や先進化に伴い、音声言語の制御メ
カニズムの解明は、今後推進すべき重要な研
究分野と考えられる。したがって、本研究を
含む研究の全体構想は、『コミュニケーショ
ンの基盤となる音声言語の生物学的解明を
目指す』ことである。一方、日本人新生児 500
人に 1人の高頻度で発現する先天異常である
口唇口蓋裂（CLP）は、音声言語に深く関与
する口唇、歯槽部、歯列、口蓋などの顎口腔
系の構音器官に器質的問題を有するため、口
蓋裂言語と呼ばれる特有のコミュニケーシ
ョン障害を呈する。従来、CLP 患者における
音声言語障害の原因は末梢器官の形態およ
び機能に限局した障害であると考えられて
きた。しかし、最近になり、CLP 患者の脳形
態や機能の異常が、新生児、小児、成人と年
齢を問わず報告されていることから、中枢神
経系の形態および機能異常と音声言語障害
との関連が示唆されてきている。そこで、本
研究課題の具体的な目的は、「CLP をモデルと
して音声言語の生成、障害および可塑性のメ
カニズムを解明する」 
ことである。 
 
２．研究の目的 
・ 口唇からの感覚入力の音声言語生成に与

える影響を検討する 
・ 構音障害のレベルと構音器官のユニット

運動との関連を検討する 
・ 言語治療あるいは顎顔面矯正歯科治療に

よる構音器官運動の変化とそれに伴う脳
機能変化の関連を検討する 

 

３．研究の方法 
・ CLP 患者および健常者 
・ fMRI 
・ MRI 動画 
 
４．研究成果 
・ 構音運動の末梢性・中枢性メカニズムを

解析するための磁気共鳴画像法（MRI）を
利用した動画法を新たに開発した（雑誌

論文 1,2,4 参照） 
・ 構音障害を有する CLP 患者において、MRI

動画により末梢構音器官運動を、機能的
磁気共鳴画像法（functional MRI: fMRI） 
により脳賦活パタンを解析し、その相関
を見いだした（雑誌論文 1参照） 

・ 硬組織が描出できない MRI の弱点を克服
し、動画に応用可能な歯の描出法を開発
した（雑誌論文 5参照） 

・ 構音器官としての舌の感覚情報の大脳皮
質投射パタンが咀嚼の習慣性に依存する
ことを見いだした（雑誌論文 3） 

・ 健常者における声門破裂音聴取時の聴覚
連合野賦活パタンは正常単語聴取時のそ
れと異なることを示した（論文投稿中） 
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